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              講演内容 
 
１．第4期科学技術基本計画（平成23年ー27年）について 
２．ＪＳＴのＣＲＥＳＴ「水領域」とは 
３．ＣＲＥＳＴの研究チームの概要 
４．水利用の持続可能性に関わる背景 
   （１）地球規模気候変動のおそれ 
   （２）不連続な変化 
   （３）水利用の特性（社会的共通資本、国際、エネルギー） 
５．ＣＲＥＳＴ「水領域」の複合的な革新的研究成果の一例 
   （１）地球規模水需給予測 
   （２）地下水の持続的利用 
   （３）水源地域の管理 
   （４）流域の総合的マネジメント 
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CREST「持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシステム」領域   17研究課題の
分野別配置図 

CREST「持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシステム」領域では、17の研究チームが互いに連携を図りながら、
以下の研究代表者のもと、下のようなさまざまなジャンルの研究課題に取り組んでいる。 



「持続可能な水利用を実現する革新的な技術とシステム」領域の 
革新的科学技術への貢献，実社会の課題解決と産業への貢献 

革新的科学技術
への貢献 17の研究チーム 

鼎（世界・長期分析） 

沖（放射性物質） 

恩田（人工林） 

小杉（山体地下水） 

藤原（農業地域） 

渋澤（超節水農業） 

小松（地圏熱環境） 

嶋田（地下水） 

伊藤（都市地下水） 

古米（都市圏調和） 

田中（新水再生） 

中尾（自立分散技術） 

岡部（水処理） 

都留（ロバスト膜） 

池田（微生物コミュニケーション） 

大村（病原微生物挙動） 

三宅（スマート水質モニタリング） 

環境流量マクロモデル 

放射性物質移流拡散解析 

林地水流出機構 

山体地下水構造と山地水流出機構の解明 

微量化学物質新規除去技術 

土壌保水能力可視化 

地圏熱攪乱機構 

マルチ同位体法 

水質リスク評価手法 

ウイルス利用糞便汚染指標開発 

有機・無機膜・酸化水処理技術 

水中有機物質解明 

MBR新技術 

新微生物検出法 

ロバストRO/NF開発 

シグナル物質トラップ法 

ウイルス新検出法 

マイクロ化学分析 

システムモデル開発 

世界灌漑用水マクロ解析 

災害復興支援情報 

人工林管理と水保全 

山体地下水利用と水源地保全 

農地面源汚染対策・畜産汚染対策・ 
高付加価値資源循環システム構築 

超節水型農業 

地下水熱管理 

地下水持続利用 

再生水・地下水循環利用 

都市調和型最適水利用 

水・エネルギー・情報サテライトシステム 

自律分散型水循環 

新膜処理法 

新下水処理法 

水関連感染症警報システム 

分散型水質モニタリングシステム 

マルチスケール水モデル 

地下の水構造 

都市地域水代謝機構 

革新的水処理膜開発 

微生物コミュニケーション機構 

新微生物検出法 

水利用地球スケール把握 

異常時健康リスク把握 

山林水環境影響評価手法 

持続可能農業の高度水技術 

地下水環境影響評価手法 

都市圏水利用未来システム 

革新的浄水排水処理制御 

地域水質警戒システム 

実社会の課題
解決への貢献 

水・エネルギー・Sewer Miningシステム 

産業への貢献 

○膜素材・モジュール産業 

○膜処理プラント産業 

◎水事業運営サービス産業 

◎スマートシティ産業 

○地下水利用ヒートポンプ産業 

◎超節水精密農業 

○水質モニタリング産業 

○地下水利用関連産業 

◎感染症検知・発信関連産業 

○山体地下水 
     取水・浄水プラント産業 

◎地下帯層 
  再生水処理プラント産業 

海外・国内水ビジネス 
  ◎新産業創出 
  ○産業拡大  

◎水・資源循環関連産業 

◎スマートシティ産業 
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